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Ⅰ 調査の概要 

 

１ 調査の目的 

  令和６年度山梨県公立高等学校入学者選抜のために実施した学力検査の成績結果の調査・分析を

とおして，本県公立高等学校志願者の学力の実態を把握し，本県中学校及び高等学校の教科教育を

充実させるための資料とすることを目的とする。 

 

２ 学力検査実施日，調査教科 

  令和６年３月５日（火） 

国語（55 分） 9：30～10：25 

社会（45 分） 10：45～11：30 

数学（45 分） 11：50～12：35 

理科（45 分） 13：35～14：20 

英語（45 分，うち「リスニング」約 11 分） 14：45～15：30 

 

３ 調査対象者 

  全日制公立高等学校入学者選抜検査の全教科（５教科）を受検した 3,341 人を対象としている。 

  なお，正答率調査については，上記受検者の中からの抽出者を対象とした。抽出人数は，336 人

で，全体に占める抽出者の割合はおよそ 10％である。なお，対象者の抽出にあたってはすべての

高等学校での受検者を対象に，その受検高等学校の受検者数に応じて，無作為に抽出した。 

 

Ⅱ 総合得点（全教科の合計点）の学力検査結果概要 

 

１ 出題のねらい，配慮事項 

 ① 中学校学習指導要領に示されている各教科の目標及び内容に即して，基礎的・基本的な事項を

重視するとともに，それらを活用する力を検査することができるように出題した。 

 ② 当該教科の各分野，領域及び事項にわたって偏りのないように出題した。 

 ③ 単に記憶の検査に偏らないように配慮し，思考力，判断力，表現力を検査することができるよ

う工夫した。 

 ④ 全県的な視野にたって出題し，地域差による影響が生じないようにした。 

 ⑤ 特定の教科書等の使用者が有利になることのないようにした。 

 

２ 総合得点及び教科別平均点，最高点，最低点（調査対象：3,341 人） 

 

 

 

 

 

 

  

 総合得点 国語 社会 数学 理科 英語 

平均点 261.2 55.0 50.7 47.2 56.6 51.7 

最高点 465 94 96 98 100 100 

最低点 54 4 7 0  7 3 
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３ 総合得点の得点分布（調査対象：3,341 人） 

  総合得点の平均点は 261.2 点で，前年度より 2.2 点下がった。得点分布は（図 1-1）に示すとお

りである。  

 

 

４ 総合得点の平均点の推移（調査対象：各年度の５教科受検者全員） 

  令和２年度から今年度入試まで５年間の全体平均は（図1-2）のように推移している。  
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Ⅲ 教科別学力検査結果及び抽出調査・分析の概要 

○ 国 語 

１ 出題のねらい，配慮事項 

   中学校学習指導要領の趣旨に基づき，「知識及び技能」と「思考力，判断力，表現力等」の３

領域（「話すこと・聞くこと」，「書くこと」，「読むこと」）から偏りなく出題した。 

 ① 「話すこと・聞くこと」については，スピーチの練習場面を取り上げ，状況に応じて適切な言

葉を選ぶ力，自分の考えが分かりやすく伝わるように表現を工夫する力などを測る出題とした。 

 ② 「書くこと」については，文学的な文章の内容に即したテーマについて，適切な材料を集め，

自分の考えが分かりやすく伝わるよう，構成や表現を工夫する力などを測る出題とした。 

 ③ 説明的な文章については，人工知能をテーマとした文章を読み，中心的な部分と付加的な部分

を理解する力，目的に応じて複数の情報を整理し，内容を解釈する力などを測る出題とした。 

 ④ 古典については，中国の歴史書を基に作られた古文を読み，文章に表れているものの見方や考

え方を理解し，登場人物の言動の意味や心情の変化を捉える力などを測る出題とした。 

 ⑤ 文学的な文章については，小説を語句の意味や表現技法等に注意しながら読み，場面の展開や

登場人物の相互関係を理解する力，描写を基に心情の変化を捉える力などを測る出題とした。 

 

２ 国語の得点分布（調査対象：3,341 人） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 平均点の推移（調査対象：各年度の５教科受検者全員） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

0.1 0.3
0.8

1.7

3.7

4.9

7.3

8.9

10.4

11.7
11.9

11.2

9.5

8.1

5.1

3.0

1.1
0.2 0.0

0.0

2.0

4.0

6.0

8.0

10.0

12.0

14.0

受
検
者
に
占
め
る
割
合
（

％

）

点数

56.0
58.7

51.5

56.0 55.0

30.0

35.0

40.0

45.0

50.0

55.0

60.0

65.0

70.0

75.0

R02 R03 R04 R05 R06

点
数

入学年度



4 

 

４ 大問別の内容と調査結果の分析 

 

一 知識及び技能（漢字の読み書き・敬語に関する知識） 

一，二では，これまでと同様に常用漢字の読みと書き取りについて出題した。学習指導要領で求

められる漢字の知識は概ね身に付いているといえる結果であったが，一（ア）「奨励」，二（エ）

「預（ける）」の正答率が70％を下回った。三では，学習指導要領の「言葉の特徴や使い方に関

する事項」の中から，相手や場に応じて適切に敬語を使えるか基礎的な事項を出題したが，正答率

が80％を下回った。このことから，知識及び技能を確実に身に付けるとともに，それらを社会生

活において適切に使うことができるように言語活動の改善・充実が求められる。 

 

二 話すこと・聞くこと 

【録画した紹介の内容】について，一では，表現の工夫を捉える出題，二では，表現の特徴を捉

える出題としたが，ともに正答率が60％台であった。聞き手に応じて語句を選択したり，話の構

成を工夫したりする力のさらなる育成が求められる。三では，目的に応じて【ノートの一部】から

必要な情報を抽出し，具体的に表現することができるかを測ったが，正答率が19.0％と低く，自

分の考えを分かりやすく伝えるために，情報と情報との関係を捉えて内容を補足するなど，表現を

工夫する資質・能力の定着に課題が見られた。 

 

三 説明的文章 出典『人工知能が俳句を詠む －ＡＩ一茶くんの挑戦－』 

（オーム社）川村秀憲・山下倫央・横山想一郎 

  俳句を切り口とした人工知能研究などに取り組んでいる筆者が，研究の意義や動向について述べ

た文章である。特に正答率の低かったものとして，四及び五のＣ・Ｄが挙げられる。四は現在の人

工知能ができないことについて，本文の叙述に即して筆者の考えを要約する力を測ったが，正答率

が17.0％であった。五は本文で述べられている「弱い人工知能」に関連する資料の内容を踏まえ

て本文の内容を解釈する出題としたが，Ｃの正答率が32.7％，Ｄの正答率が5.4％であった。複数

の資料を読み比べて考えを広げたり深めたりする力の育成に引き続き取り組んでいく必要がある。 

 

四  古典（古文） 出典『唐物語新釈』（有精堂出版）浅井峯治 

  『唐物語』の中から「王子猷，月の夜戴安道を尋ね，門まで行って帰る話」を本文とした。一及

び二は，音読に必要な文語のきまりや訓読の仕方に関する事項を出題したが，一の正答率が

83.9％，二の正答率が65.2％と，それぞれ基本的な事項のさらなる定着が望まれる結果であった。

三は登場人物の言動の理由を答える問題であったが，Ａ・Ｂともに正答率が10％台であり，現代

語訳などを手掛かりに作者のものの見方や考え方を捉える力が不足している受検生がほとんどであ

った。 

 

五 文学的文章 出典『八月の御所グラウンド』（文藝春秋）万城目学 

   全国高校駅伝大会にピンチランナーとして出場する高校一年生を主人公とする小説を本文とし

た。一の「一目散に」の語句の意味を選択する問題，二の登場人物の様子が比喩を用いて表現され

ている箇所を抜き出す問題の正答率がともに40％台であった。語彙を量と質の両面から充実させ

るとともに，場面と描写などを結びつけて本文の内容を解釈する学習が求められる。赤いユニフォ

ームの選手をライバル視する主人公の様子について，描写を基に捉えられているかを測った四の正

答率がＡは20.5％，Ｂは44.9％であった。場面の展開や登場人物の相互関係，心情の変化につい

て，描写を基に捉える資質・能力の育成が急務である。 

 

５ 指導の改善の視点 

  「知識及び技能」と，「思考力，判断力，表現力等」とは相互に関連し合いながら育成されるも

のであるため，各単元で育成を目指す資質・能力を明確にし，適切な言語活動を設定してその活用

場面を設けるなど，生徒の国語力の向上に向けた授業改善に引き続き取り組んでいただきたい。そ

の際，生徒自身がどのような資質・能力を身に付けるために学習に取り組んでいるのかを自覚し，

言葉による見方・考え方を働かせながら自己の学習の舵取りができる力を育てていくことが大切で

ある。 

 

https://www.ohmsha.co.jp/book/list.htm?authname=%e5%b7%9d%e6%9d%91+%e7%a7%80%e6%86%b2
https://www.ohmsha.co.jp/book/list.htm?authname=%e5%b1%b1%e4%b8%8b+%e5%80%ab%e5%a4%ae
https://www.ohmsha.co.jp/book/list.htm?authname=%e6%a8%aa%e5%b1%b1+%e6%83%b3%e4%b8%80%e9%83%8e
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６ 令和６年度 正答率調査結果（国語）（調査対象：336人） 
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【
問
い
】 

 

 

【
問
い
】 

 Ｂさんが国語のスピーチの学習

で，サンシャインレッドについて紹
介するために，端末を活用して練習
に取り組み，改善点を考えている場

面である。 
 Ｂさんは【録画した紹介の内容】
の傍線部２「生産の安定化が必要で

す」の部分について，具体性に欠
け，自分の伝えたいことが聞き手に
分かりやすく伝わらない可能性があ

ることに気付き，サンシャインレッ
ドについて調べた【ノートの一部】
に記載されている情報を用いて，補

足しようとしている。 
 その際のポイントは，目的に応じ
て適切な情報を得ることである。

「生産の安定化」に関することであ
り，かつ「そのために」に続けてと
あることから，生産の安定化の方策

について，【ノートの一部】から必
要な情を得て，指定字数内で話すよ
うに記述することとなる。 

 聞き手に分かりやすく伝えるため
に表現を工夫できるような言語活動
を設定し，資質・能力の育成を図っ

たいただきたい。 

【
録
画
し
た
紹
介
の
内
容
】(

抜
粋) 

 

【
ノ
ー
ト
の
一
部
】(

抜
粋) 

 

正答率 19.0％ 誤答率 71.5％ 無答率 9.5％ 

 

Ｂ正答率 56.0％ 誤答率 31.8％ 無答率 12.2％ 

Ｃ正答率 32.7％ 誤答率 55.1％ 無答率 12.2％ 

【メモ】の前半部分は，俳句を通
した人工知能研究の意義や動向につ

いて述べられている本文を読み，人
工知能研究に興味をもったＸさん
が，図書館で見つけた【資料】を踏

まえ，［これまでの人工知能］につ
いて整理したものである。 
 Ｂは，現在の人工知能にはでき

ず，人間にしかできないことについ
て述べられた【資料】について，そ
の具体を叙述に基づいて捉えられて

いるかを測ったものである。 
 Ｃは，本文と【資料】との関係性
を理解し，複数の情報を整理しなが

ら本文の内容を解釈できているかを
測 っ た も の で あ る 。 Ｃ の 直 前 に
「【資料】で述べられているような

人工知能」とあるが，それは人と対
等に振る舞うことのできない人工知
能であり，本文の筆者はそのような

人工知能のことを「弱い人工知能」
と称している。 
 教科書の教材を理解するだけでな

く，学校図書館などを活用し，生徒
が進んで読書をしたり，幅広い分野
の文章を読んで見方や考え方を広げ

たりする学習が求められる。 
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○ 社 会 

１ 出題のねらい，配慮事項 

 ① 中学校における地理的分野，歴史的分野，公民的分野の三分野にわたって，基礎的・基本的な

学力が定着しているか検査できるようにした。 

 ② 地図，グラフ，表，図版などの諸資料を活用して，多面的･多角的に思考したり，判断したり，

表現したりする力を検査できるようにした。 

 ③ 中学校学習指導要領の趣旨に基づいた出題とするとともに，身近な地域である山梨に関する 

題材や時事的な事項に関する題材を取り入れるように配慮した。 

 

２ 社会の得点分布（調査対象：3,341 人）  
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４ 大問別の内容と抽出調査・分析 

 

１ 地理的分野 

１の「世界の諸地域に関する」問題では，地域的特色を大観し，基礎的・基本的な知識を問う

問題を出題した。(1)①の，白夜の特色を理解し，それに関する適切な地点を地図から特定する

問題は，正答率が43.5％であり，地理に関わる基本的事象の意味や意義，地域的特色や相互の

関連を多面的・多角的に考察する力に課題が見られた。その他にも正答率の低い問題があり，習得

した知識を活用し，複数の資料から読み取った内容と知識を結び付けることに課題が見られた。 

３の「地域調査の手法と地域の在り方」に関する問題では，（3）の地域の在り方に関する資料

を読み取って，解決策について適切な内容を特定する問題は，正答率が87.2％と最も高かった。

地域調査において，対象となる場所の特徴などに着目して，適切な主題や調査，まとめとなるように，

調査の手法やその結果を多面的・多角的に考察し，表現する学習を引き続き進めていただきたい。 

 

２ 歴史的分野 

 １の「日本や世界の政治の歴史に着目」する問題では，（2）の律令国家の確立に至るまでの

過程を理解し，できごとの流れを特定する問題の正答率は23.2％であり，日本の歴史の大きな

流れを捉えることに課題が見られた。また，（4）の寛政の改革で実施された，ある政策の背景と

内容を理解し，資料を読み取り表現する問題の3点の正答率は25.9％，無答率は17.6％であり，歴史的

背景を踏まえ，事象の特色を多面的・多角的に考察し，表現することについて，課題が見られた。 

 ２の「山梨県出身で実業家の小林一三」に関連するできごとからの問題では，（4）の第二次

世界大戦時の我が国の外交の動きを理解し，同盟を結んだ国を特定する問題の正答率は83.6％

であり，基礎的・基本的な知識が身に付いているといえる。 

 

３ 公民的分野 

 １の「私たちと現代社会」に関する問題では，（1）の我が国の伝統と文化について理解し，

年中行事の内容を特定する問題は，正答率が84.5％と高く，基礎的・基本的な知識の定着は良好

であった。 

 ２の「私たちと政治」に関する問題では，（2）の2つの資料から必要な情報を読み取り，国会

を中心とする我が国の民主政治のしくみを特定する問題の正答率が17.3％と最も低く，基礎的・

基本的な知識を日常生活の事象と関連付け，知識を活用することに課題が見られた。また，（3）の

国際連合の安全保障理事会についての基本的なしくみを理解し，その上で国家間の関係を特定する

問題も正答率が27.1％と低く，既習した知識を時事問題に応用することに課題が見られた。 

 

４ 三分野総合 

今年度は万国博覧会をテーマに，１では「世界の万博」の開催年と開催地に関連した問題，２では

近年開催の「万博のテーマ」に着目した問題，３では「日本の万博」の開催年と開催地に関連した

問題について，地理的分野，歴史的分野，公民的分野の三つの分野から基礎的・基本的な内容を中心

に出題した。 

１（2）の尊王攘夷の動きから倒幕に向かう動きと諸外国の関係について理解し，それに関する適

切な内容を記述する問題の3点の正答率は32.7％，無答率は23.2％であり，欧米諸国の接近の事

情について，既習した知識を用いて表現することに課題が見られた。 

 

５ 指導の改善の視点 

地理的分野，歴史的分野，公民的分野の三つの分野のいずれにおいても，習得した知識を活用

しながら，歴史的背景や日常生活のできごとと関連付けて考え，諸資料から必要な情報を読み取り，

自分の意見を適切にまとめる，思考力，判断力，表現力等を身に付けることが求められている。

それらの力を育むため，一つの事象の原因や背景，影響などを多面的・多角的に考察・構想し，

日頃から社会的事象に関心をもち，自ら課題を見つけ，探究的な学びを通じて，基礎的・基本的な

知識やさらに概念的な知識を確実に定着させることが求められている。これらのことを通して，主体的

に社会に参画しようとする態度を育成することが大切である。 
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６ 令和６年度 正答率調査結果（社会）（調査対象：336人） 
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７ ピックアップ 社会 

 

２ ２(1)  正答率 23.8％（完全解答 4 点），0.3％（3 点）  誤答率 72.0％  無答率 3.9％  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ ２(2)  正答率 53.3％   誤答率 44.0％   無答率 2.7％ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

1873 年に地租改正条例が公布され，その後，地租の変更が行われた事象を取り上げ，地租の変更
が行われた歴史的背景とその結果を諸資料から読み取る問題である。本問題のポイントは，第一に，
問題文を的確に読解する力である。第二に，諸資料を関連付けて，歴史的背景を踏まえ，授業で学んだ
知識を基に選択肢を判断する力である。最後に，資料から地租の変更結果を記述する力である。
習得した知識と複数の資料とを関連付けて，多面的・多角的に考察し，表現する力を，探究的な
学びを通じて，身に付けておく必要がある。 

 

「資料から風力発電量の地域差に気がつき，その理由を風力発電所の設置場所に関する二つの
データから説明する」問題設定であり，用いるデータとして適当なものを選択する問題である。本問題
のポイントは，調査活動や諸資料の活用などの手段を考えて課題の解決に必要な社会的事象に関する
情報を収集する技能，収集した情報を社会的な見方・考え方を働かせて読み取る技能，読み取った情報
を課題解決に向けてまとめる技能を，日頃の授業から身に付けておくことである。  
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○ 数 学 

１ 出題のねらい，配慮事項 

数と式・図形・関数・データの活用の各領域にわたってバランス良く検査できるように，   

学習指導要領に基づき，次の点に配慮して出題した。 

① 基礎的な概念や原理・法則などの理解や，事象を数学化したり，数学的に解釈したり，数学的

に表現・処理したりする技能について検査できるようにした。 

② 数学を活用して事象を論理的に考察する力について検査できるようにした。 

③ 数量や図形などの性質を見いだし統合的・発展的に考察する力について検査できるようにした。 

④ 数学的な表現を用いて事象を簡潔・明瞭・的確に表現する力について検査できるようにした。 

 

２ 数学の得点分布（調査対象：3,341 人） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 平均点の推移（調査対象：各年度の５教科受検者全員） 
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４ 大問別の内容と抽出調査・分析 
 

１ 「数と式の計算」 

基礎的・基本的な数式の処理ができるか検査する問題を出題した。正答率が高い問題は「正負の

数の計算」「累乗を含む計算」で正答率が90％以上であった。一方で「負の数を含む分数の計算」

「多項式同士の計算」においては正答率が75％未満であり，基本事項において定着の度合に差が

見られる結果であった。 

 

２ 「基礎的事項」 

２次方程式，角の大きさ，作図，反比例，確率の理解など，基本的な内容において数学的に表

現・処理したりする力について検査する問題を出題した。中問４は知識及び技能の定着の度合いを

多角的に測ることができるよう，グラフや式から格子点の個数を求める問題としたが，正答率は

27.0％であった。数学的な見方・考え方を働かせながら，知識及び技能を習得したり，習得した

知識及び技能を活用して探究したりすることにより，生きて働く知識となり，技能の習熟・熟達に

つながることを踏まえ，指導に当たっては，数学的活動を一層充実させることが必要である。 

 

３ 「関数，数と式」 

 中問１は封筒から引き出した厚紙の面積について，グラフから x と y の関係を捉え，グラフの傾

きの変化に着目し，グラフから式を導く問題を出題した。中問２は，料理の材料の分量について，

文字を使った式で表し根拠を示して説明する問題や，割合の考えを用いて必要な量を求める問題を

出題した。身近な事象に対して，数量関係を文字を使った式で表したり，割合の考えを用いて的確

に捉え考察し表現したりすることをねらいとした。正答率は問題によりばらつきがあった。中問２

の，正しいことの理由の説明の問題は，正答率は 37.7％にとどまった。文字を用いた式や関数の

学習において，二つの数量関係を式やグラフなどを用いて，変化や対応について理解を深める学習

が必要である。 

 

４ 「データの活用」   

 度数分布表やヒストグラムで表されたデータを多面的に考察し，分布の傾向の根拠を説明する問

題を出題した。中問２では，相対度数を用いる理由を問う選択問題とした。度数分布多角形の比較

をして説明する問題では，正答率は 3.6％と低かった。データに基づいて問題を解決する過程にお

いて，データの分布の傾向を読み取り，多面的に吟味し，よりよい解決や結論を見いだすなど，批

判的に考察し判断する力をつけることが必要である。 

   

５ 「関数」 

中問２では，関数 y =   x2 のxの変域からyの変域を求める問題，中問３では，与えられた条

件をもとに面積についての既習事項と結びつけ考察し，解答を導く問題を出題した。正答率は中問

２が59.1％，中問３小問１が16.9％，小問２が0.6％であった。関数の理解と図形分野との関係性

について課題がある結果となった。 

 

６ 「図形」 

  中問１では，円の性質に着目し，三角形の合同を証明する問題と円周角と中心角の関係を用いて

弧の長さを求める問題，中問２では，空間図形を平面上に表現し三平方の定理などを利用して，辺

の長さを求める問題や，回転体の体積，立体を錐体及び柱体に分割し体積を求める問題を出題し

た。中問２の回転体の体積を求める問題の正答率は11.6％となった。指導に当たっては，実際に

平面図形の１辺を軸として回転して調べるなど，観察や操作，実験などの活動を通して空間図形の

理解を深めることが大切である。 

 

５ 指導の改善の視点 

大問１の正答率から，基礎的・基本的な知識や技能については，全体的には習得されていると考

えられるが，理解の度合いに差がみられた。また，事象を数学化し，数学的に解釈し，数学的に表

現・処理する力や，数量や図形などの性質を見いだし，統合的・発展的に考察し表現したり，問題

解決に活用したりする力は今後も育成が必要であると考えられる。日常の授業において，「日常生

活の事象」を教材化し，生徒が数学的に筋道を立てて考察し，思考過程や根拠などを明らかにしな

がら論理的に説明し主体的に解決する学習や，関数や図形など，複数の領域にわたって総合的に考

察し問題解決を通して豊かな数学的活動が展開されるよう，授業改善の推進が必要である。 

1 

3 
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６ 令和６年度 正答率調査結果（数学）（調査対象：336人） 

 

  

96.7%

74.5%

94.1%

87.2%

78.9%

69.4%

53.7%

80.4%

36.5%

27.0%

68.5%

57.9%

32.0%

81.9%

37.7%

3.6%

70.9%

65.9%

57.0%

3.6%

74.5%

59.1%

16.9%

0.6%

18.4%

8.9%

51.9%

11.6%

1.8%

0.9%

1.2%

0.6%

0.3%

4.5%

1.8%

11.0%

7.4%

1.8%

1.8%

16.0%

6.5%

19.0%

52.5%

0.9%

3.0%

0.6%

22.3%

7.1%

8.6%

15.4%

66.8%

17.2%

35.3%

13.9%

38.3%

69.4%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0% 100.0%

1

2

3

4

5

6

1

2

3

4

5

1(1)

1(2)

2(1)

2(2)

2(3)

1(1)

1(2)

2(1)

2(2)

1

2

3(1)

3(2)

1(1)

1(2)

2(1)

2(2)

2(3)

正答率 無答率

１

２

３

４

５

６



14 

 

７ ピックアップ 数学 

 

２ ４   正答率 27.0％  誤答率 65.6％  無答率 7.4％ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６ １(2)  正答率 8.9％  誤答率 55.8％  無答率 35.3％ 

 

 
                     

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  反比例の比例定数を求め，反比例を表す式やグラフを考え，x 座標と y 座標がとも

に整数となる点の個数を求める問題を出題した。正答率が低かった原因として，反比

例の対応の特徴を見いだすことができなかったことや，出題形式が解き慣れていない

形式の問題であったことがあげられる。指導においては，事実的知識の暗記や機械

的技能の訓練だけでなく，関数関係の意味を踏まえ，反比例のグラフが双曲線になる

ことの視覚的な表現による指導や，関係の理解や考察には表や式を関連づけた指導

をするなど，多面的に指導することが求められる。  

 

与えられた円において，適切な補助線を引くことで，円周角と中心角の関係から，

∠ＥＯＢの角度を求め，おうぎ形の弧の長さを求める問題を出題した。正答率が低か

った原因は，補助線を引く機会が少ないこと，学習の内容が中学１年生で習う内容

と，中学３年生で習う内容が含まれていることがあると考えられる。  

 解き方の一例として，ＯＣを結ぶ補助線を引くと，円周角と中心角の関係より，  

∠ＡＯＣは∠ＡＢＣの２倍となる。ＡＣ＝ＣＥ  であることから，∠ＡＢＣ＝∠ＥＤＣであ

る。したがって∠ＣＯＥもまた∠ＡＢＣの２倍となる。以上のことから，∠ＡＯＣ＝72°，

よって∠ＥＯＢ＝108°，直径が 8 ㎝であることから円周の長さは 8π㎝なので，EB

の長さは8π×
108
360
＝
12
5
π㎝  となる。 

 円周角と中心角の関係の意味と，中心角と弧の関係について，数学的活動を通し

て理解し証明することや，思考力，判断力，表現力等を身に付け，具体の様々な場

面で活用することなど，既知の内容と結び付ける指導が求められる。  
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○ 理 科 

１ 出題のねらい，配慮事項 

  中学校学習指導要領の趣旨に基づき，「自然の事物・現象に進んで関わり，理科の見方・考え方

を働かせ，見通しをもって観察，実験を行う」ことに留意した。 

① 全学年にわたり，第１分野，第２分野の全領域から偏りのないように出題した。 

② 観察，実験を重視し，自然の事物・現象を理解するための基礎的・基本的事項について検査で

きるようにした。 

③ 問題解決の力や論理的な思考力が検査できるようにした。 

④ 自然の事物・現象に関心をもち，学習したことを基に考えようとする力を検査できるようにし

た。 

⑤ 身近な材料を扱い，実社会・実生活との関連を実感できるようにした。 

 

２ 理科の得点分布（調査対象：3,341 人） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 平均点の推移（調査対象：各年度の５教科受検者全員） 
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４ 大問別の内容と抽出調査・分析 

 

１ 「植物の体の共通点と相違点」 

    植物の体の共通点と相違点について理解しているかを確認した。３では，植物の分類について

理解し，３種類の植物を特定できるかを確認したところ，正答率は68.5％となり，学習の定着が

確認された。 

 

２ 「天気の変化」 

    雲のでき方と日本の天気の変化について理解しているかを確認した。２では，寒冷前線通過時

の天気の変化について理解し，表現できるかを確認したところ，3点の正答率は19.3％となり，課

題が残った。継続的な気象観測などを通して，様々な気象現象の中に規則性があることを見いだし

て理解させることが必要である。 

 

３ 「水溶液」 

    物質の溶解度について理解しているかを確認した。４では，溶解度の違いを理解し，再結晶に

ついて表現できるかを確認したところ，3点の正答率は36.9％となり，課題が残った。溶解度曲線

にも触れながら、溶解度について理解させることが必要である。 

 

４ 「音の性質」 

    音の性質について理解しているかを確認した。１（2）では，実験結果をもとに音の大きさと高

さについて理解し，判断できるかを確認したところ，正答率は78.3％となり，学習の定着が確認

された。 

 

５ 「動物の体のつくりと働き」 

   動物の体のつくりと働きについて理解しているかを確認した。３では，反応の経路を理解し，

表現できるかを確認したところ，正答率は43.2％となり，課題が残った。神経系の働きについて

は，外界からの刺激が受け入れられ，感覚神経，中枢，運動神経を介して反応が起こることを，観

察，実験や日常経験などを通して理解させることが必要である。 

 

６ 「天体の動きと地球の自転，公転」 

    天体の動きと地球の自転，公転について理解しているかを確認した。２（1）では，季節による

昼の長さの変化のグラフから，太陽の動きの変化について判断できるかを確認したところ，正答率

は42.9％となり，課題が残った。太陽の南中高度の変化に伴う昼夜の長さに触れ，四季が生じる

理由を取り上げることなどが必要である。 

 

７ 「化学変化と電池」 

    化学電池のしくみについて理解しているかを確認した。４では，一次電池と二次電池の違いに

ついて理解し，判断できるかを確認したところ，正答率は69.6％となり，学習の定着が確認され

た。 

 

８ 「電流と磁界」 

    電磁誘導について理解しているかを確認した。２では，実験の結果から誘導電流の流れる向き

について理解し，判断できるかを確認したところ，正答率は80.7％となり，学習の定着が確認さ

れた。 

 

５ 指導の改善の視点 

基礎的・基本的な知識や技能を問う問題については，全体的に学習内容の定着がなされていると

いえる。しかし，必要な情報を読み取り，学んだ知識を活用したり，法則性を見いだしたりして正

答を導くことには課題が見られる。知識の定着のみならず，学習内容と日常生活との関連について

理解を深めていくとともに，必要な情報を読み取り，正答につなげていく分析力や思考力の育成が

望まれる。  
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６ 令和６年度 正答率調査結果（理科）（調査対象：336人） 
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７ ピックアップ 理科 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

音の高さと波形の関係について，思考力と判断力を問う出題とした。この問いでは，お

んさＡとおんさＣの波形を比較し，波形と振動数の関係を見いだして解答する。オシロス

コープやコンピュータなどを用いて，音を波形で表示させ，音の大小と振幅，音の高低と

振動数が関連することを見いだして理解させることが必要である。 

 

正答率 39.6％   無答率 12.2％ 
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ダニエル電池における金属板の組み合わせについて，思考力と判断力を問う出題とし

た。この問いでは，金属のイオンへのなりやすさや電子の移動する向きと光電池用モータ

ーの回る向きや回る速さの関係を見いだして解答する。金属のイオンへのなりやすさが異

なることと電子の移動する向きを関連させながら，電極で生じた電子が回路に電流として

流れることを理解させることが必要である。 

 

正答率 35.4％   無答率 1.2％ 
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○ 英 語 

１ 出題のねらい，配慮事項 

① 中学校の学習指導要領に示された外国語の目標及び内容に即して，基礎的・基本的な事項の理

解度を評価できるように配慮し，「話すこと［やり取り・発表］」を念頭に，「聞くこと」「読

むこと」「書くこと」の各領域にわたって総合的な英語の学力を検査できるようにした。 

② リスニングテストの得点比重は従来どおり 30％とした。リスニングによる検査には，目的や

場面，状況などを明確にした英文を聞いて，必要な情報を整理したり要点を捉えたりする問いを

設けた。また今年度も，英語による音声の読み上げを１回のみとする問いを設けた。 

③ 「読むこと」については，英語を理解する能力を検査できるよう工夫した。文脈から判断して

解答する問いを入れ，まとまりのある分量の英文を的確に理解する能力を検査できるように工夫

した。また，「書くこと」については，話の流れから判断して作文する問いや，まとまった英文

を指定された語数に従って書く問いを入れ，英語で表現する能力も検査できるようにした。 

 

２ 英語の得点分布（調査対象：3,341 人） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 平均点の推移（調査対象：各年度の５教科受検者全員） 
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４ 大問別の内容と抽出調査・分析 

 

１ 「聞くこと」に係る問題 

  様々な場面での短い会話を聞き，それに関する問いに答える問題である。文脈を適切に理解した

うえで，各場面に関する問いについて適切な答えを導く力を検査した。基礎的な知識・技能を問う

問１及び問２は正答率が90％を超えた一方で，思考力・判断力・表現力を問う問３及び問４の正

答率は60％を下回った。聞き取った情報を整理し，それを基に判断する力に課題が見られた。 

 

２ 「聞くこと」「書くこと」に係る問題 

  ＡＬＴ（外国語指導助手）が授業で行うスピーチについて生徒に指示している内容を聞き，それ

に関する問いに答える問題である。メモの一部を完成させる問題と，ＡＬＴが最も伝えたいことを

選ぶ問題を設定し，必要な情報を整理したり要点を捉えたりする能力と，英語を適切に書く能力を

統合的に検査した。ＡＬＴが最も伝えたいことを選ぶ問題の正答率が45.1％と低く，聞き取った

話の要点を捉える力に課題が見られた。 

 

３ 「聞くこと」「読むこと」に係る問題 

  海外留学先の先生が放課後の過ごし方について生徒に説明している内容を聞き，それに関する問

いの答えとして適切なものを選択肢から選ぶ問題である。英語で話された内容を適切に理解する実

践的な力を検査できるよう，英語の読み上げ回数を例年と同様に１回とした。２つの問いの平均正

答率が59.1％だったことから，まとまりのある英文を適切に聞き取る力の一定の定着が見られた。 

 

４ 「読むこと」「書くこと」に係る問題 

  登場人物の中学生が，「スポゴミ（“SPOGOMI”）」という新しいスポーツについて，オーストラ

リア出身のクラスメイトに紹介するという内容の会話文である。英語を運用するうえで必要な基礎

的言語材料（単語，文法等）の知識の定着を見る問題や，文脈を把握した上で既習の知識を活用し

て表現する問題の正答率が低かった。文脈にふさわしい英文を自分で考えて書く問題を昨年度より

も１題増やして２題としたが，いずれも正答率が低く，既習の知識を用いて自分の言葉で表現する

力に課題が見られた。 

 

５ 「読むこと」「書くこと」に係る問題 

  登場人物の高校生が，英語の授業で発明について発表した英文を題材としている。高校生が，発

明の力によって地雷除去に貢献しようとしている科学者との対話を通して，将来は自分も発明によ

って世界の諸課題を解決したいと考えるようになるという内容である。まとまりのある分量の英文

を理解する力が求められているため，種々の観点から検査できるよう，内容に関する適切な答えの

選択，文脈を踏まえた英文補充に加え，今年度は英文の概要を捉える力を見る問題として，各段落

の内容に合う見出しを選択する問題を設定した。結果として正答率は32.3％に留まり，まとまり

のある英文の内容把握に課題が見られた。また，35語以上50語以内の英語で書くことを求めた問

６では，無回答率が21.7％で，35語以上の英語を書いた受検生の割合は60.5％だったことから，

まとまった英文を書く力に課題が見られた。 

 

５ 指導の改善の視点 

  今回の検査においては，「聞くこと」では，聞いて得られた情報を基に判断し正答を導き出す力，

「読むこと」では，概要を把握し，文脈を手がかりに問いに適確に答える力，「書くこと」では，

文脈や与えられたテーマに対して適切に表現できる力が求められた。そのため，「聞くこと」「読

むこと」の指導においては知識・技能に偏らないこと，また「話すこと」「書くこと」については，

英語による発信力を高めることが重要になる。教科書を基にした日々の学習の中で，本文について

深く理解させたうえで，「聞く」「読む」といった活動に意義を持たせ，「話す」「書く」といっ

た発信を意識した言語活動を多く行うことで，４技能の統合的な力を育成することが重要である。 
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６ 令和６年度 正答率調査結果（英語）（調査対象：336 人） 
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７ ピックアップ 英語 

 

４ ６ ３点：12.8％，２点：8.9％，1点：5.0％，0点：73.3％(うち無答:29.7％) 

 

（本文抜粋） 

 

（解答例） 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ ４ 正答率32.3％，誤答率63.5％，無答率4.2％ 

 

（問題抜粋） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

この設問は，本文の会話が成り立つように，下線部（3）に Why から始まり，the  next 

tourn amen t?で終わる適当な英文を書くという問題である。S POGO MI に興味をもった

Wilson に対して，Manato があることを提案している場面の発言である。その後で Wilson が

“That’s a great idea.  I can’t wait!  Let’s do our best.”と返答していることから，下線部

（3）の疑問文としては，次の SPOGOMI の大会に二人が一緒に参加することを誘うような内

容の英文が入ることが分かる。そのため，解答例のように “Why don ’t  we jo in  the  next 

t o u r n a m e n t ? ” （「次の大会に一緒に参加しませんか。」）が適当な英文となる。 

 昨年度に引き続き，会話の流れから判断し，自分で適当な英文を思考して作り，適切に表現

する形式の問題を出題した。文法など基本的な言語材料においては，その形式だけでなく，意

味と内容をもった実際の言葉として，どのような場面でどのように用いられるのかについても

あわせて学習することが大切である。日頃から，教師やＡＬＴと生徒との間で，自然なやり取

りを授業に取り入れ，英語による発信力を向上させることが大切である。 

この設問は，文章全体を読んだ上で，各段落の内容に合う見出しを選択する問題である。こ

の問題を解答するためには，書かれた英文の内容を理解するだけでなく，各段落の要点を捉え

る力が求められる。そのため，まとまりのある英文を読む際には，段落の役割などを意識して

文章の構成や展開を考えるような活動を取り入れることが重要である。 

また選択肢ア～オは本文の表現を書きかえたり，抽象的に表現したりしたものである。その

ため，英語で表現したり自分の考えを整理したりするときには，内容を言いかえたり要約をし

たりする力を身につけることが求められる。 
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